
「男性だから。」という理由で自分の働きたい病棟が制限さ
れてしまうようなことは避けなければならないことだと思っ
た。社会的イメージを今すぐに大きく変えることは難しいと
思うが、まず自分の小さな偏見からなくしていけばいつかそ
のイメージは薄れるだろう。私はこのトピックゼミで自分の
考えを見つめなおすきっかけをもらうことができた。

2025年度 前期 在宅看護学講座

【キャリア体験実習】

様々な場で働く看護師を見学し、その役割や看護師の多様性への理解を深めました
訪問看護ステーション3か所・病院1か所での3日間の実習を行った後、学びを共有しました

～学生の学びより～

・グループ内で自分の意見を言う大切さや、自ら問題に対する解決策を考えることの
重要性を感じた。

・看護師は病院で働いているイメージがあったが、DMAT、JMATや訪問看護師の存在と役割
を知ることができた。

・患者中心のケアの実践に向け、その人の人生の 「ものがたり」を知るためにまず患者さん
と会話することが大切だと考えた。

・大学４年間での様々な経験や学びをもとに自身のキャリアについて考え続けていきたい。

【トピックゼミⅠ】

看護関連領域に関するテーマを設定し、課題を見つけ、意見交換を行いました
ゼミの最終回では検討した内容を自分たちの言葉で発表し、質疑応答も行いました

看護職について

災害時の医療従事者の役割

一生涯の食事

～最終発表会～

1年生



2025年度 前期 在宅看護学講座

「男性だから。」という理由で自分の働きたい病棟が制限
されてしまうようなことは避けなければならないことだと
思った。社会的イメージを今すぐに大きく変えることは難
しいと思うが、まず自分の小さな偏見からなくしていけば
いつかそのイメージは薄れるだろう。私はこのトピックゼ
ミで自分の考えを見つめなおすきっかけをもらうことがで

きた。

～学生の学びより～

・不安や孤立感は糖尿病の血糖コントロールに加えさらなる問題を引き起こす可能性があり、
糖尿病患者に対する精神的サポートが必要である。

・寒さが身体面・精神面の健康に影響を及ぼすことが分かり、在宅療養をする方に対する
生活環境への助言が重要であると学んだ。

・被災地の病院で働く医療従事者も、災害により身体的・精神的ダメージを受けているため、
各病院への支援も重要であると感じた。

【トピックゼミⅢ】災害について調べてみよう

「災害」に関して興味のある課題を設定し、その課題について検討しました
ゼミの最終回では検討した内容を自分たちの言葉で発表し、質疑応答も行いました

避難所での食事における糖尿病との向き合い方

雪による災害について

災害が発生してから復興に至るまでの看護師と保健師の役割と被災地の人との関わり

～最終発表会～

2年生
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